
J u n e  2 0 1 7  N o . 4 4 1 法学教室 67

信託法

本書は，かつて本誌で「さみしがりやの信託法」（331号～ 354 号）を連載した著者による
待望の体系書です。
「信託法」といっても，読者の皆さんにはあまり馴染みのない法律かもしれませんが，「土地

信託」「遺言信託」「投資信託」といった言葉を見聞きしたことはあるでしょう。信託法とは，金融取引
や財産管理において近年盛んに行われるようになったこれら信託取引の基本ルールを規律する民法の特
別法で，現行法は，2006 年に旧信託法（1922 年制定）を全面改正して新たに制定されました。
　本書は現行信託法に関する数少ない体系書で，信託法の条文や論理構造に注意しながら緻密な解釈論
を展開しており，学生の皆さんには少々難解かもしれません。ただ，じっくり読み進めてみると，民法
の理解に役立つ点が多々あることに気がつきます。
　信託法に関心を有する方はもちろん，民法学習をさらに一歩進めたいという方にとっても有用な書だ
と思います。是非チャレンジして下さい。（K&B）

編集
担当者
から

道垣内弘人

2017 年 5月発売／460 頁／本体 3500 円＋税
A5 判／上製

学部 法曹LS 法務学習 研究 実務

時に図解をしながら，丁寧に解釈をすすめていきます。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641137653

